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お住まいの地域の地域
包括支援センターへ、
電話・来所にて、お気軽
にご相談ください。

保健師や看護師（医療）・社会福祉士（福祉）・主任ケアマネジャー（介護）などの
専門スタッフがいるため、幅広い分野の相談・支援に対応しています。
この三職種が連携して支援を行います。

南島原市北有馬町戊 2747
（北有馬庁舎２F）

南島原市布津町乙 1623-1
（布津庁舎１F）



♥

地域包括支援センターは、主に４つの役割を担っています。

65

島原市萩原一丁目 1230 雲仙市愛野町乙 1736-3 雲仙市小浜町北本町 14
（小浜総合支所１F）
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１. 「いつもの場所」の危険を見直しましょう

　９月１日は、日本で「防災の日」と定められており、防災意識を高める日です。
　災害は、予期できない想像以上の被害をもたらします。日頃から「もし災害にあったら？」と想像し、準備や対策
などの備えを行うことが非常に大切です。特に、高齢者や介護が必要な方と一緒に暮らすご家庭では、少しの工夫が
大きな安心につながります。この機会に自分自身だけでなく、家族や身近な人と一緒に防災について考えましょう。

　島原市・雲仙市・南島原市では、災害時に自ら避難することが困難な高齢者等について、避難の円滑化
や避難行動への支援を高めるために、「個別避難計画」の作成に取り組んでいます。

２. 高齢者・要配慮者に必要な防災グッズを備えましょう

問問　地域支援係　☎ 0957-61-9102担

常備薬
メガネ・老眼鏡

お薬手帳のコピー
入れ歯・入れ歯用洗浄液

杖
補聴器

介護食
大人用紙パンツ

●危険な場所・耐震性の確認

　  崖の近くでは土砂崩れ、海や川の近くでは津波や高潮の危険があることを
   確認しましょう。
　  また、建物の耐震性や家具の固定状況を確認し、物の落下への対策をしまし
   ょう。

●家族内での共有・話し合い

　  家族でハザードマップを確認し、避難場所や避難後の連絡方法などについて共有しましょう。
　  高齢者や介護が必要な方と一緒に暮らすご家庭では、「誰が誰をサポートするか」を話し合いましょう。

●寝室の安全・就寝時の対策

　  寝室にはスリッパやスニーカーを置き、ガラスの破片などへの対策をしましょう。
　  また、就寝時はメガネや懐中電灯、携帯電話を枕元に置いておくことで、暗闇での避難もスムーズになり 
   ます。

●家具の配置

　  高齢の方がつまずきやすい場所には、家具や物を置かないようにしましょう。

「個別避難計画」についての詳しい内容は、お住まいの市の担当課へお問合せください。
〇島原市：市民安全課（☎62-8022）   〇雲仙市：福祉支援課（☎47-7784）   〇南島原市：福祉課（☎73-6651）

水や食料といった防災グッズに加え、高齢者や要配慮者が特に必要なものも備えておくことが大切です。

「個別避難計画」をご存知ですか？

　個別避難計画とは、災害時に手助けが必要な
方がスムーズに避難できるよう、事前に「どこ
に避難をするか」などを書いておき、支援を行
う人と、事前に共有を行う、一人一人の状況に
合わせた避難計画です。

個別避難計画とは？



　支援が必要な高齢者のお宅を訪問し、掃除や洗濯、調理など、日常生活に必要な援助を行う「認定ヘルパー」を養
成する講座です。（※身体介護は行いません。）
　この講座を修了すると、本組合の認定ヘルパーとして登録でき、介護予防・日常生活支援総合事業における「訪問
型サービスＡ（生活援助型）」に就業できます。
　また、講座を修了した65歳以上の方は、「介護予防ボランティア」としても活動ができます。

令和８年10月14日（水）９時30分～16時30分
有家保健センター（南島原市有家町山川131番地１）　※南島原市以外に在住の方も、受講できます。
〇座学：訪問型サービスの基礎知識を学ぶ。
〇実習：座学終了後から約１か月の間に、３事例のヘルパー体験（実習）を行う。
座学と実習をすべて受講でき、島原市・雲仙市・南島原市の認定ヘルパーとして就業可能な18歳以上
の方
無料
令和８年９月18日（金）
介護保険課　地域支援係（☎61-9102）
　　①氏名　②生年月日　③住所　④電話番号
 　   ⑤10月15日(木)～11月13日(金)のうち、実習に行くことができない日　  をお伝えください。
 ※申込みが３名未満の場合は、講座を中止する場合があります。

〇講座修了後、認定ヘルパーとして働く場合は、ヘルパー事業所やシルバー人材センターに登録を
　行います。
〇介護福祉士、介護職員初任者研修修了者、生活援助従事者研修修了者は、この養成講座を受講し
　なくても、認定ヘルパーとして就業することができますので、興味のある方はぜひお問合せくだ
　さい。

講座日程
場 所
講座内容

対 象 者

受 講 料
申込締切
申 込 先

そ の 他

♥

問問　地域支援係　☎ 0957-61-9102担

令和８年９月３日（木）13時30分から
島原文化会館 中ホール
「認知症になってもよろしくね。」～希望も、葛藤も、大切な人とともに～
〇基調講演「ともに生きる力を育てる認知症のこれから」
（高知県立大学教授　矢吹 知之 氏）
〇絵本の朗読「だいじょうぶだよ  －ぼくのおばあちゃん－」
〇「わたしの、くらしの、くふう展」
無料

日 程
会 場
テ ー マ
内 容

参 加 費

問問　島原市地域包括支援センター　☎ 0957-65-5110担

認定ヘルパーさんの声

◯訪問すると、利用者さんが笑顔で迎えてくれることがうれしい！
◯訪問するために、自分も元気でいなければと、気持ちに張合いが出る！

島原地域広域市町村圏組合

詳しくは、ホームページを

ご覧ください。



　本組合では、介護に関する知識や技術、介護者の健康管理、介護サービスの利用方法などについて学ぶ教室を、民
間の事業所等に委託し、実施します。
　参加には、事前に申込みが必要です。参加申込み及び詳しい内容は、実施事業所へ直接お問合せください。

介護者が介護される側に
ならない為に…

教 室 名 教室種類 開 催 日 時 開 催 場 所 実施事業所・連絡先

認知症を楽しく正しく知
ろう

「こけ玉づくり」で認知
症予防！

日々実践できる介護方法
・介護予防

日々実践できる介護方法
・介護予防

１人（家族のみ）で悩ま
ない介護のかたち

介護する人のための心と
体のリフレッシュ体験会

ケアカフェ～ひとりで抱
えず、ほっとできる時間～

令和８年11月14日（土）
14：00～17：00

令和９年３月13日（土）
14：00～17：00

令和８年７月11日（土）
14：00～16：00

令和８年11月21日（土）
14：00～15：30

令和８年８月５日（水）
10：00～12：00

令和８年９月15日（火）
10：00～12：00

令和８年８月27日（木）
10：00～12：00

令和９年２月７日（日）
10：30～12：30

令和８年11月12日（木）
13：30～15：30

令和８年12月３日（木）
10：00～12：00

令和８年12月９日（水）
14：00～16：00

令和９年２月10日（水）
14：00～16：00

がんばReha
(島原市蛭子町二丁目934-1)

霊丘公民館
(島原市新町二丁目103-1)

瑞穂町公民館
(雲仙市瑞穂町西郷辛1285)

愛の夢未来センター
(雲仙市愛野町乙526-1)

ありえコレジヨホール
(南島原市有家町山川131-1)

小浜町南本町公民館
(雲仙市小浜町南本町7-13)

布津公民館
(南島原市布津町乙1489-1)

深江公民館
(南島原市深江町丁2117)

北有馬ピロティー
文化センター日野江

(南島原市北有馬町戊2749)

口之津図書館３階
(南島原市口之津町丙2092-1)

ほおじろタクシー事務所
(島原市山寺町丙355-3)

本多木蝋工業所（別館）
(島原市有明町大三東丙545)

がんばReha
☎0957-71-3555

(株)美笑
☎080-6407-8966

合同会社グロース
☎0957-61-0589

合同会社グロース
☎0957-61-0589

ボランティアグループ
「ささえさんの会」

☎090-5290-4552

(株)小嶺ケアセンター
ケアプランセンター

みなケア
☎070-9078-1251

訪問看護ステーション
フォレスト

☎090-8577-1102

②③④

④⑤⑥

①③

③⑤

①

①②
③④⑤

①②
③④⑤

②③
⑤⑥⑦

⑴島原市・雲仙市・南島原市にお住いの40歳以上の方
⑵介護が必要な⑴の方を介護している方（※年齢・住所は問いません。）
無料

みえ

対 象 者

受 講 料

①寝たきりや認知症予防講話　 ②介護方法講話　　　 ③介護者の健康づくり講話
④介護技術の講習　　　　　　 ⑤介護に関する相談　 ⑥介護サービスの利用方法
⑦その他介護に関する相談

教室種類

問問　地域支援係　☎ 0957-61-9102担
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